






要約 

新らしく作成した日本人胎内発育曲線を用いて極小SFD児(出生体重1,500g以下のSFD児)

を診断し,1年以上追跡した過去 8年間(1971～1978年)の生存例 54 例について長期予後を

検討した。中枢神経系後遺症は計 4例(7.4%)で,その内訳は脳性麻痺 2例,水頭症(非進行性

〕1例,てんかん(subclinicalepilepsy)1 例であった。極小 SFD 児は極小 AFD 児に比し重篤

な呼吸障害を呈することが少ないにもかかわらず予後不良の例がみられるので,更にきめ

細かい新生児ケアーと厳重な follow-up が必要である。 


